
宮城県では、総務省の「復興支援員」制度を活用し、

沿岸市町の地域づくりを目指すため、「復興応援隊」を

結成し、様々な活動を展開しています。 

平成 24 年度から始まった復興応援隊は、沿岸市町の

行政機関や NPO 等の支援団体と連携し、地域の実情に応

じて被災地の生活支援やコミュニティ再生、観光・産業

振興を目的とした復興プロジェクトに取り組んできま

したが、東日本大震災から 3 年以上が経過し、仮設住宅

から恒久住宅への移行に伴うコミュニティ再編や観光

施設の復旧に伴う交流人口の拡大、製造業や商業等の再

開における販路拡大など、新たな復興の局面に対する取

り組みが求められています。結成当初は、県内 8 地区で

28 人の隊員を配置してスタートしましたが、現在では、

県内 13地区において 61人の隊員が活動中です。 

県では、被災地のニーズ変化へ柔軟に対応できるよ

う、今後も復興応援隊活動を通じて被災地の地域づくり

の支援やコミュニティ再生などに努めてまいります。 
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「みやぎ復興プレス」では、東日本大震災により被災された方をはじめとした復興に
関わる多くの方々に、宮城の復興状況やイベント、被災者支援など、復興に関する主
な情報をお届けします。メールマガジンやＷｅｂサイトとも連動し、多くの皆さまの
お手元に情報をお届けしますので、よろしくお願いします。

▲石巻魚市場跡に設置された仮設荷捌き所でのセリの様子 

（平成 23年 11 月） 

【お問い合わせ先】県地域復興支援課 電話 022-211-2424 URL http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/tisin/ 

宮城県復興応援隊のページ       URL http://miyagifukkououentai.jp/wp/ 

トピックス 

メールマガジンによる配信も行っています！ 配信を希望される方は、１お名前、２お住まいの都道府

県、３ご所属（個人の方の場合は不要）をメール本文に記載して fukusuim@pref.miyagi.jp まで送信願います！

被災地の地域づくりを目指して！ 

“復興応援隊”が取り組むコミュニティ再生、観光・産業振興 

～が始まります！

 

地域住民のコミュニティ施設として、平成 24年 4 月に

オープンした「オーリンクハウス」では「朗読会～ひと

やすみ～」などのイベントを定期的に開催し、住民間の

交流や復興関連イベントへの参画などを行っています。 

また、地域コミュニティ紙「月刊おがつ」の編集・配

布や復興グルメ F-1 大会などの復興関連イベントへ参画

し、地域情報の発信や PR活動を行っています。 

仮設商店街の維持管理支援やホームページの運営、「青

空テント市」などのイベントや地域行事の企画・開催を

行っています。 

また、伊里前まちづくり協議会と連携してコミュニテ

ィ再生や本設商店街形成に向けた計画策定を行うため、

関係者と情報交換を行い意見集約に取り組んでいます。 

オーリンクハウス全景 
（石巻市雄勝地区） 

朗読会～ひとやすみ～ 
（石巻市雄勝地区） 

伊里前しろうおまつり 
（南三陸町歌津伊里前地区） 

石巻市雄勝地区復興応援隊（隊員数４人）の活動 

－地域が主役の元気なまちの創造－ 

南三陸町伊里前地区復興応援隊（隊員数２人）の活動

－商店街を核としたまちづくり－ 

p１ トピックス：被災地の地域づくりを目指して！（復興応援隊）
p２ 復興イベント情報、復興の足跡、応援職員紹介
P３ 月間ココロプレス、被災地からのレポート
p４ 県からのお知らせ、ボランティア団体情報 ほか

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/tisin/
http://miyagifukkououentai.jp/wp/
mailto:fukusuim@pref.miyagi.jp




検索ココロプレス

　宮城の復興状況や生活再建に懸命に取り組む人々の姿、全国から寄せられる
力強く温かい応援の様子などを随時発信しています。

「ココロプレス」は宮城県の復興を応援するブログです。

宮城県復興応援ブログ「ココロプレス」からの抜粋です。 http://kokoropress.blogspot.com/月刊ココロプレス
～被災地からのレポート～

復旧復興のPRや支援の取り組みなど、伝えたい情報を、下記メールアドレスまでご連絡ください。
fukusuip@pref.miyagi.jp
必要事項：１取材対象／２取材希望日／３取材場所／４御担当者氏名／５電話番号
※内容や日程によってはご希望にそえない場合もございますので、ご了承ください。

宮城の
復興情報を
募集中です！

　「情報レンジャー@宮城」は、復興のための正しい情報やニーズを届ける「助けあいジャパン」の情報収集実行
チームです。被災地の今をWebサイト上に公開していますので、どうぞご覧ください。

http://kokoropress.blogspot.jp/2014/08/75400.html
　岡山県笠岡市の「明日への架け橋kasaoka」の皆さん。
「全国ぼうさい朝市ネットワー
ク」の縁で、南三陸町の「復興
市」では第1回からの常連で
す。往復約2600㎞。29回目とな
る7月26日には、全国から募っ
た浴衣110着を担いで駆けつ
けてくれました。

http://kokoropress.blogspot.jp/2014/07/blog-post_27.html
　「石巻STAND UP WEEK2014」のオープニングとして、特別
列車「石巻アイデアトレインon
石巻線マンガッタンライナー」
が運行されました。
　車内では東北の未来を語り
合うワークショップが開かれ、
乗客の皆さんがアイデアを次々
に発表していました。

http://kokoropress.blogspot.jp/2014/08/blog-post_10.html
　亘理町・山元町を中心に、現地の声を聞き必要に応じたき
めの細かい支援活動を展開し
ている「NPO法人ガーネットみ
やぎ」。理事長の澁谷直美さ
ん。慢性的な資金不足に悩み
つつも、『自分がつらい時こそ
人のために』をモットーに活動
しています。

検索ココロプレス

らの抜粋です。 http://kokoropress.blogspot.com/

さい。

（石巻市） （村田町、山元町、亘理町）

（南三陸町）
http://kokoropress.blogspot.jp/2014/08/63.html
　8月2日、3日の2日間、「第63回 気仙沼みなとまつり」が
開催され、震災後初めて、気
仙沼内湾地区で「打ちばやし
の共演」が行われました。ク
ライマックスの海上花火大会
では、2400発の花火が湾内
から打ち上げられ、熱い祭り
のフィナーレを飾りました。

（気仙沼市）
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　石巻市とその隣接市町村の住人自らが、街の魅力を再発見することを目的にはじまっ
た地域体験プログラム「石巻に恋しちゃった♡」。石巻エリアに住む様々な趣味や特技
を持つ「達人」の監修のもとで体験プログラムやイベントを開催しました。
URL　http://inforanger.tasukeaijapan.jp/report/140723-71/
石巻に恋しちゃった♡　http://yappesu.jp/activities/ishikoi/

http://inforanger.tasukeaijapan.jp/

夏休みは“石恋”でスノーケリング

検索情報レンジャー@宮城

レポート 木村 敏之　

被災地からのレポート
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「出前ジョブカフェ」を開催します 

みやぎジョブカフェでは、県内４地域（大河原・大崎・

石巻・気仙沼）にキャリアカウンセラーが出向き、就職を

支援しています。詳細は、みやぎジョブカフェにお問い合

わせください。（参加費無料・事前予約必須） 

内 容：

対象者：39 歳以下の就職・転職希望者 

問い合わせ：みやぎジョブカフェ  

電話：022-217-3562 

省エネ型浄化槽付き住宅を新築される皆さまへ 

 東日本大震災で、水とエネルギーの大切さを実感し、浄化

槽が災害に強いこともわかりました。 

 そこで、県では、災害防災集団移転などにより、省エネ型

の浄化槽付き住宅を新築される皆さまに６万円を補助し、併

せて節湯水栓や節水型トイレの設置も促進します。 

 詳細は、県循環型社会推進課（電話 022-211-2648）

にお問い合わせください。 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/junkan/lifestyle.html 

みやぎジョブカフェでは、県内への就職を支援する取り

組みとして「合同適性試験＆合同企業説明会」を開催しま

す。適性試験参加者は後日、説明会参加企業に必要書類を

提出し、採用募集に応募することができます。 

日 程：平成 26 年９月２４日（水） 

試 験：午前 10 時 30 分～午後 0 時 30 分、 

午後 4 時 50 分から 6 時 30 分 

（アエル 6 階セミナールーム） 

説明会：午後 1 時から午後 4 時

内 容：合同適性試験（事前予約可）・合同企業説明会 

対象者：平成 27 年 3 月大学等卒業予定者（既卒 3 年まで

の方を含む）、39 歳以下の若年求職者 

※当日は学生証・運転免許証などをご持参ください。 

問い合わせ：みやぎジョブカフェ  

電話：022-745-0007 

 宮城県では、石巻・塩竈・気仙沼の３地域に就職に関する

支援を行う“サポートセンター”を開設し、様々な 等

を開催しています。詳細は、各サポートセンター又は県雇用

対策課 にお問い合わせください。 

［支援内容］ 

○しごとサロン等の開催 ○適性職種診断の実施

○分野別資格・スキル取得セミナーの開催

○職場実体験ツアーの開催

○企業紹介情報チラシの作成・配布等

［石巻サポートセンター ］ 

電話 0120-773-161（石巻） 

］ 

http://miyagi-fukkousupport.com/ 

 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ の 被 災 地 支 援 の 取 組 ボランティア団体情報 

１ ひょうごボランタリープラザとは 

成熟した市民社会の構築に向け、ボランタリー活動の全県

的支援拠点として、平成 14 年 6 月にオープンしました。県

民の参画と協働による「新しい公」の担い手づくりをミッシ

ョン（使命）として、兵庫県が設置し、兵庫県社会福祉協議

会が運営しています。 

２ 東日本大震災の被災地へ向けたボランティア 

ひょうごボランタリープラザでは、震災後の平成 23 年 3

月から被災地へのボランティアバスを派遣し、平成 25 年度

末まで、延べ 211 台、4,800 人以上のボランティアを派遣

してきました。平成 26 年度も約 60 台、1,000 人以上のボ

ランティアを派遣し、引き続き被災地の支援を継続してまい

ります。 

平成 26 年６月 25 日から 28 日には、兵庫県の新任職員

研修の一環として、97 名の職員を被災地に派遣し、仮設住宅

等での復興支援ボランティアを実施しました。 

震災直後に比べ全国からのボランティアが減少している中

で、兵庫県の若者がボランティアで来訪したことについて、

住民からは大変歓迎をいただいた

ほか、阪神・淡路大震災の際には、

ほとんどの職員が未就学児であっ

たことから、職員自身にとっても、

現場感覚を磨く大きなきっかけと

なったようでした。 

被災地の現場のニーズは日々変化してきております。ひょ

うごボランタリープラザでは、被災地のニーズに柔軟に対応

しながら、ボランティアバスの派遣を継続していくほか、ボ

ランティアグループ等への助成金事業などにより、被災地に

寄り添いながら活動を続けてまいります。 

また兵庫県に避難している方へ交流会の開催など、被災者

支援についても継続し、関係機関と連携しながら、きめ細や

かな支援を行っていきます。 

【問い合せ先】 

ひょうごボランタリープラザ 電話 078-360-8845 

（兵庫県神戸市中央区東川崎町 1-1-3 神戸クリスタルタワー6 階）

仮設住宅でのボランティア活動 

３ 今後の取組について 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/junkan/lifestyle.html
http://miyagi-fukkousupport.com/
http://www.miyagi-jobcafe.jp/pc/
http://www.miyagi-jobcafe.jp/pc/



